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   令和元年度 第３回魚沼市子ども・子育て会議 会議録 

１．日時 令和元年９月３０日（月） １３：３０～１５：３０ 

２．会場 魚沼市中央公民館 ２階 研修室 

３．出席者 

 （敬称略） 

魚沼市子ども・子育て会議 

役 職    氏 名    出 欠 役 職   氏 名    出 欠 

会 長 樋口 健一  ○ 委 員  富永 直子  ○ 

副会長 橘  惠子  ○  〃  桑原 久美子  ○ 

委 員 古田島 裕太 欠（委任状）  〃  櫻井 久子  ○ 

 〃 高橋 久子  ○  〃  岡部 ひとみ  ○ 

 〃  上田 紀子  ○  〃  櫻井 悦子  ○ 

 〃  中澤 京子  ○  〃  髙橋 静枝  ○ 

 〃  山本 都子  ○  〃  梅田 愛子  ○ 

 〃  清水 明次  ○      

             魚  沼  市 

魚沼市子ども・子育て会議事務局（教育委員会事務局） 

・教育長：梅田 勝  ・事務局長：堀沢 淳  ・子ども課長：広井美智子  

・子育て支援センター長：磯部宏美 

・母子保健係：係長 山田弘子  ・保育園幼稚園係：係長 阿達文子 

・児童福祉係：係長 星野崇 

４．資料 

（全て事前配

布済） 

・会議次第  

・第二期子ども・子育て支援事業計画第 1部総論(案)の修正等について 資料№1-1 

・第二期子ども・子育て支援事業計画第 1部総論(案)の修正分抜粋 資料№1-2 

・第二期子ども・子育て支援事業計画 第 2部各論(案)  資料№2 

・第二期における教育・保育提供区域の設定について  資料№3 

・令和元年度 第２回魚沼市子ども・子育て会議 会議録(案） 

５．会議概要 

 

事務局 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

（説明、質疑、意見、答弁内容等の要旨をまとめました。） 

開会 

 委員総数 15 名、出席委員 14 名、委任状 1名。半数以上の出席があり、会議成立。 

 

１ 教育長挨拶 

 明日から消費税が 10パーセントに増税されることに伴い、3歳児以上を始めとす

る幼児教育・保育の無償化もスタートします。これまで保育料に含まれていた副食

費は無償化となりませんので、魚沼市は独自に対象児の副食費も無償化をしました。 

 ニーズ調査結果から、育休取得者の約４割が１年以内に職場復帰をしています。

経済的なことや、仕事優先の雰囲気が社会にまだあると感じます。子育てをしなが

ら安心して働きつづけられるための保育サービスを、どれくらい提供できるかが課

題となっています。 
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議長 

 

 

事務局 

 

議長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 かつて島根県は過疎化が深刻な状況でしたが、近年は合計特殊出生率が向上し、

最新の数値では、沖縄県に次ぎ、全国２位だそうです。それには女性が結婚しても

仕事を辞めないで働けるように、事業所内保育など体制を整えていったことにあり、

25 歳から 39 歳の女性の就業率は全国１位だそうです。 

 本市としても、お母さん方がずっと働きつづけられるような子育て支援を皆様と

一緒に考えていけたらと思います。本日はよろしくお願いいたします。 

 

◆ 以降は、会長が議長となり進行 

 ２議事（１）第二期魚沼市子ども・子育て支援事業計画第 1 部総論（案）の修正

について、事務局から説明をお願いします。 

 

 （資料№1-1、1-2 について説明） 

 

 質問、意見等がございましたら、ご発言をお願いします。 

 

 資料№1-2 の 23 ページの表中、清心保育園の建築年について、平成 28 年度に増

築しています。建築年の記載は当初の建築年のみでよろしいのでしょうか。 

 

 確認して対応します。 

 小出保育園は建築年が昭和 54 年と平成 12 年となっていますが、どのような経過

でしたでしょうか。 

 

 園舎のＬ字部分は平成 12 年に立て替えており、２棟の建築物となっています。 

 

 他はございませんか。 

 ないようですので、（２）第二期魚沼市子ども・子育て支援事業計画第２部各論（案）

について、事務局から説明をお願いします。 

 

 （資料№2、3について説明） 

 

 質問、意見等がございましたら、ご発言をお願いします。 

 

 資料№2、56 ページの区域設定の理由③の意味がよくわかりません。どうして地

域型保育事業の導入が難しくなるのでしょうか。 

 

 旧町村単位で区域設定した場合は、幼稚園、保育園毎に量の見込み等の目標事業量の

設定をする必要があります。１地区として相対的に各幼稚園、保育園等を設定していき

幼稚園、保育園等の量を確保していきたいということです。 
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議長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 地域型保育事業とはどういったものでしょうか。 

 

 家庭的保育、小規模保育、事業所内保育等地域に密着した保育のことを指します。 

 区域設定の理由③については、検討させていただきます。 

 

 60 ページの３ 妊産婦健診事業の目標事業量及び 62 ページの４ 乳児家庭全戸訪問事

業の目標事業量を 210 人と設定した事は何か理由があるのでしょうか。 

 

 希望を含めて出生数の見込みとしています。 

 

 わかりました。なお、62 ページの下にある実績の表を見ると、出生数は減ってはいる

ものの平成 28年度は増加しており、一律に減っているわけではないようです。 

 

 64 ページ、７の現在の実施状況・課題の文中「提供会員 12 人、依頼会員 9人」とあ

りますが、関連する項目の記載順と合わせて「依頼会員 9 人、提供会員 12 人」とした

方が良いのではないでしょうか。また、65 ページの表下他の※印に「H29」「H30」とあ

りますが、「平成 29年度」と記載している箇所もあるので、漢字で「平成」とした方が

良いかと思います。 

 

 そのように修正いたします。 

 

 63 ページ、５ 養育支援訪問事業の文中に出てくる「関係機関」とは、どこになるの

でしょうか。 

 

 児童相談所、子育て支援センター、子ども課、健康増進課、福祉支援課を指していま

す。 

 

 初めて読む方は分からないので、分かり易く表現していただけますか。 

 また、64 ページの６ 子育て短期支援事業のタイトルの字体が他と違うので、合わせ

た方が良いと思います。 

 

 表記の仕方について、工夫していきたいと思います。タイトルの字体については統一

していきます。 

 

 74 ページに育休中の方で 1歳前に職場復帰している状況や、希望する保育施設を利用

するために、育児休業を早めに切り上げる状況の記載がありますが、出産前の入所申込

は出来るのでしょうか。 

 

 例えば来年度の募集は10月10日から開始しますが、出産予定日が３月末までの方は、
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委員 

 

 

議長 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

事務局長 

 

 

 

教育長 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

入所は確保します。４月以降の予定の方は、空き状況により対応しています。また、相

対的な量の確保も考えています。 

 

 77 ページ、３ 障害児施策の充実の各事業一覧表にある「教育相談」は、「就学相談」

のことでしょうか。 

 

 教育支援委員会といったところで、就学に関するケースの検討をしていますが、その

前段の相談のことでしょうか。 

 

 確認して整理します。 

 

 75 ページに記載のある子育て世代包括支援センターと現在ある子育て支援センター

は、どう違うのでしょうか。 

 

 国が進めている施策ですが、妊娠から出産、子育てまでを切れ目無く支援していくた

めの体制を整えていくためのものです。 

 

 魚沼市は昨年度までは、母子保健の業務が健康課にありましたが、今年度から子ども

課となり、妊娠期からの支援を行っています。全国的な流れの中で、母子手帳から子育

ての窓口を一つにまとめていくものですが、令和２年度中に開設していきます。 

 

 78 ページにおいて、育児休業や雇用環境の整備等に関する課題が記されていますが、

市としての対策等はありますか。 

 

 同ページの表にありますとおり「職場における子育て意識の啓発」を取り組んでいき

ます。 

 

 80 ページ以降、目標事業量が 100 パーセントの箇所がいくつかありますが、100 パー

セントを目指すことは当然として、表として作成しなければいけないのでしょうか。文

章として「100 パーセントを目指します。」とまとめた方が良いような気がします。 

 

 前回と比較できるような作り方とさせていただいています。 

 

 93 ページに予防接種の予診票を２月にまとめて通知しているとありますが、接種率を

上げるためにも、まとめての通知ではなく、その都度通知する方法にできませんでしょ

うか。 

 

 接種機会が増えていることから、まとめての通知とさせていただいています。未接種

の方には、健診等の際に勧奨もしていますので、ご理解いただきますようお願いします。 



5 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

広井課長 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局長 

 

 

 

議長 

 

 

 

 89 ページ、(6)発達発育にフォローが必要な児の相談の現状と課題の中で、療育相談

と療育事業等についての記載がありますが、今後の方向性・施策の中で触れられていま

せんので、追加していただきたいと思います。 

 

 そのように追加していきたいと思います。 

 

 95 ページ、(2)思春期・母子教育事業についてですが、文中には父性や父親に対する

記述もありますので、タイトルも父を意識したものにした方が良いかと思います。 

 

 検討させていただきます。 

 

 79 ページ、２ 活動目標として５つ記されていますが、80ページ以降に目標毎に各事

業の課題、方向性等まとめられています。79ページにある 5つの目標とリンクしている

のでしょうが、関連がわかりにくいと思います。 

 

 分かり易くなるように整理していきます。 

 

 86 ページから 87ページの(2)妊娠期～子育て期の健康教育の中で、○印に３つの教室

についてまとめられていますが、にこにこハッピー子育て教室のみ目標事業量がありま

す。統一した作り方にした方が良いのではないでしょうか。 

 

 検討させていただきます。 

 

 全体的に字体や字の大きさにあまり変化がないため、区切りがわかりにくく読みにく

い感じがします。 

 

 分かり易くなるように、字体等を工夫していきます。 

 

 子育て世代包括支援センターが開設した際には、職員の増員等による対応があるので

しょうか。 

 

 現時点で大幅な増員の話はありません。例えば、庁舎一本化により保健師が１箇所に

集まりますので、お互い助け合いながら効率的に業務ができるようになります。増員は

してほしいですが、現時点では分かりません。 

 

 他にいかがでしょうか。 

 たくさんご意見いただきありがとうございました。事務局は修正等の対応をよろしく

お願いします。他に無いようですので、以上で議事を終了します。 
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事務局 

 

 

事務局長 

 スムーズな議事進行を大変ありがとうございました。最後に堀沢事務局長から閉会の

挨拶を申し上げます。 

 

 本日の計画案を事前送付する直前まで、事務局で計画案の修正を重ねてきました。皆

様から審議していただく中で、多くのご意見をいただき大変ありがとうございました。

次回もまた修正を加えたうえで、提案させていただきます。 

 本日は大変ありがとうございました。 

 

 


